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一般社団法人日本リウマチ学会 



第 1号議案 

Ⅱ．事 業 (会務) 報 告 

 

1． 会員の状況 

2025 年 3 月 1 日現在の社員（会員）総数は 9,729 名で会員の種別･増減内訳は下記のとお

りである。          注：（ ）内は，2023年 3 月 1日現在の会員数を表す。 

 

 

会員総数      9,729 名（9,791 名）   ‐62 名  [海外名誉会員を除く] 

種別内訳： 

一般会員   8,072 名（8,170 名）   -98 名 

評 議 員   1,027名（1,029 名）    -2 名 

名誉会員     71 名（72 名）     [国内名 44名(45 名) 海外 27 名(27 名)] 

功労会員     230 名（212 名）     ＋18 名 

購読会員     356 名（335 名）     ＋21名 

 

年間会員増減： 

（2024年 3 月 1日～2025年 2月 28日） 

 新入会名  379 名  （362 名）  ＋17名 

 再入会     6 名  （ 10 名）    -4 名 

△退会者   450 名   （404 名）  ＋46 名 

（定款第 9条第 1号希望退会者 275名，同条第 2号による退会者 175 名） 

 

 

2．活動目標 

2023年 4 月に発足した第 11 期理事会において次のような活動目標を掲げて活動した。 

１）前理事会の将来構想委員会で策定した提言の具現化 

２）疾患ガイドライン，指針などの作成を主導して本学会でオーソライズし，「JCR の関節

リウマチ管理ガイドライン」などのように学会名を冠に据えられるよう整備,厚生労働

省研究班，他学会等との協力 

３）卒前・卒後教育を充実させるため，全大学に膠原病・リウマチ学講座，診療科の設置

を求め，本分野を志す若き人材の確保 

４）ACR，APLAR，EULAR との協調，アジアをリードできる国際化体制の構築。また，若手を

中心とする J-STAR委員会の充実と国際関連学会との関係の活性化 

 

3．2024年度事業報告 

１）総会･学術集会 

第 68 回日本リウマチ学会総会･学術集会 会長 高木 理彰 

会期 ： 2024 年 4 月 18 日 ～ 4 月 20 日 

会場 ： 神戸市 

参加者： 6,955 名 



（海外からの参加者：250 名，専攻医・初期臨床研修医・医学部学生:659） 

   

２）支部学術集会 

第 34 回北海道･東北支部集会  10月 19,20日 天童市 会長  高窪 祐弥 

第 34 回関東支部集会  12月 7,8 日 港区 会長  天野 宏一 

第 35 回中部支部集会      9 月 6,7 日 津市 会長   中島亜矢子 

第 33 回近畿支部集会  9 月 7,8 日 神戸市 会長 松井 聖 

第 35 回中国･四国支部集会  11月 2,3 日 広島市 会長  平田信太郎 

第 67 回九州･沖縄支部集会  3 月 2,3 日 宮崎市 会長  日高 利彦 

第 68 回九州･沖縄支部集会  9 月 7,8 日 佐賀市 会長  多田 芳史 

 

３）理事会 

2024 年度定例理事会を 5 回開催した。主要審議事項は次のとおり。 

 

第 1 回理事会（4 月 17日） 

定例評議員会・総会承認事項の審議（事業報告，決算・監査報告，予算審議，名誉会員・

功労会員・評議員の選任，第 71 回学会長選出，第 68 回学術集会の実施概要，ガイドラ

イン等の取り決め，卒前教育に関するアンケート結果，JCR フロンティア研究者助成採

択者の選考，APLAR Center of Excellence，第 69 回日本リウマチ学会総会学術集会の

テーマ，日本リウマチ学会会員データの分析等 

第 2 回理事会（7 月 7 日） 

第 68 回学術集会アンケート結果報告，第 69 回学術集会予算およびプログラム，評議員

制度の今後の動向，学術集会の抄録集冊子体，研究助成の審査ルール，定款運用規則の

改定，ステロイドに関する用語の修正，膠原病・リウマチ内科学の卒前教育に関する調

査結果，利益相反に関する指針の細則の改定，JAK 阻害薬使用ほか各種手引きとガイド

の改訂，重篤有害事象特別調査委員会，登録ソノグラファー規則施行細則の一部改定，

周術期抗リウマチ薬使用ガイドライン予算，APLAR2025 準備委員会，厚生労働省および文

部科学省との面談報告等 

第 3 回理事会（9 月 1 日） 

第 12 期理事選挙の概要，第 68 回学術集会決算，第 69 回予算およびプログラム， 2024

年度教育施設（新規･継続）の認定, 日本免疫学会との共同企画，JAK 阻害薬使用の手

引き，利益相反に関する指針の改定，脊椎関節炎診療ガイドライン，厚生労働省および

文部科学省との面談報告，ザルトプロフェン製剤の安定供給継続に関する要望等 

第 4 回理事会（10月 27日） 

第 69 回学術集会予算/プログラム，寺子屋企画，第 70 回（2026 年）/第 71 回（2027

年）学術集会運営業務委託先，第 75 回（2027年）学術集会会場，膠原病・リウマチ内

科学に関する教育の充実，かかりつけ医からリウマチ専門医・膠原病・リウマチ内科専

門医・専門医療機関への紹介基準，日本医学教育評価機構（JACME）への働きかけ，膠

原病・リウマチ内科学のモデル講義カリキュラム，研究助成のテーマ，2024 年度登録

ソノグラファーの承認，公式 LINE の運用と Modern Webinar の活用，ハラスメントポ



リシーの策定，各支部集会予算，各委員会活動の進捗，国立大学教育研究評価委員会専

門委員及び機関別認証評価委員会専門委員の候補者の推薦等 

第 5 回理事会（2 月 9 日） 

第 69 回学術集会（予算/プログラム/社交行事），第 72 回(2028 年度) 学会長推薦， 2025

年度新評議員・名誉会員・功労会員の選出，2024 年度決算及び 2025 年度予算案，モデ

ル講義カリキュラム基礎短縮版と実習モデルプラン，事前学習用ビデオの作成，医療戦

略小委員会の設，MRY Excellent Paper Award，2025 年度専門医と指導医(新規・更新)

の認定/新専門医規則の改定，学術集会の実務運営細則の改定，JCR2025 Excellent 

Abstract Award/Travel Award 受賞者，LINE のお友達登録増加のための施策，リウマチ

用語の変更，2025 年度 ACL/中央教育研修会プログラム，ハラスメントの告発に対する

対応/ポスターによる広報，自己免疫疾患に対する CAR-T細胞療法モニタリング委員会

の設置，2025 年度学会賞・奨励賞受賞者，販売中止・出荷停止への対応と安定確保医

薬品の見直しリスト等 

４）学会誌 

(1) 学会誌 Modern Rheumatology (MR)を年 6 回定期刊行，およびオンライン版 MR 

Supplement（学術集会英文抄録集）を年 1 回刊行した。 

(2) 編集委員 12 名を含む Transmitting Editor 合計 35 名で電子投稿査読システム

Editorial Manager を活用。投稿論文の公正かつ速やかな査読行程に努め，医学倫理

に則り掲載論文の質の向上に努めた。 

(3) 2023 年の Impact Factor（IF）は 1.8，5年 IFは 2.15 であった。 

(4) 出版社からのロイヤリティ収入を基に若手 JCR 会員の論文を Open Access とし，48論

文を Selected Paperとして出版した。 

(5) Modern Rheumatology Case Reports(MRCR)は編集委員 11 名を含む Transmitting 

Editor 合計 20 名による編集体制。2024 年 7 月に 8-2 号，2025 年 1 月に MRCR 9-1

号を発行，それぞれ 34 編，43 編の論文を掲載し，創刊からこれまでに 570 編以上の

論文を出版している。 

(6) MRCRへは国内外から 269 篇(うち USA25 篇，トルコ 26 篇，インド 21 篇など海外

35 カ国，合計 171 篇)の論文が投稿され，採択率は 30％弱となっている。 

(7) 2022 年分より IF が付与され，2023年の IF は 0.9, 5 年 IFは 0.7 を取得した。 

５）専門医制度 

(1) 2025 年度膠原病・リウマチ内科領域の新規基幹施設を募集し新たに 9 施設を認定し

た。4 月 1 日時点の膠原病・リウマチ内科領域研修の基幹施設は 270施設となった。 

(2) 2023年 4 月より専攻医症例登録システム（リウマチ版 J-OSLER）の運用を開始してお

り，内科専門研修 2 年目からの専攻医が利用している。 

(3) 学会認定のリウマチ専門医教育施設として，新規 23 施設，更新 163施設を認定し

た。2024年 9 月 1 日時点での日本リウマチ学会認定教育施設は 617施設（前年同月

比 10 施設の増加）となった。 

(4) 2025年 1 月に第 38 回リウマチ専門医資格認定試験を Computer Based Training 

（CBT）方式で実施した。受験者は 143 名（前年 166 名）で合格者は 123名（前年

139 名），合格率 86.01％（前期 83.73％）であった。 



(5) 2024年 3月 1 日付けで専門医・指導医の資格更新の認定を行った。リウマチ専門医

は 5,239 名(前年比-10 名)，指導医は 2,253 名(同+77 名)である。特に指導医は 2016

年度の規則改定以降着実に増加している。 

(6) 膠原病・リウマチ専門医の育成を目指し，特命副理事長を任命して卒前卒業教育ワ

ーキングループを設置。全国の大学医学部を対象にした膠原病・リウマチ内科領域

の専門講座の設置状況，専門医の配置ならびに教育環境などのアンケート調査を実

施した。 

６）膠原病・リウマチ内科学の医学部卒前教育改善に向けての活動 

(1) 「膠原病・リウマチ内科学の卒前教育に関する調査」を実施し，膠原病・リウマチ

内科学領域の卒前教育の現状に関するデータを収集のうえ 2024年第 2 回理事会へ報

告した。 

(2) 2024年 8月 2 日に厚生労働省（医政局医事課，がん・疾病対策課，難病対策課）を

訪問し，全国大学病院における膠原病・リウマチ内科診療科の診療体制の改善に関

する要望書を提出した。9 月 24 日に文部科学省（高等教育課）を訪問し，医学部に

おける膠原病・リウマチ内科学講座設置に関わる要望書を提出した。 

(3) 医学部卒前教育改善 WGを組織し，「膠原病・リウマチ内科学 モデル講義カリキュラ

ム」を作成した。 

(4) 2024 年度に医学部卒前教育改善 WG参加型臨床実習検討会を組織し，3種類の臨床実

習モデルプランを立案した。 

(5) 近年，膠原病・リウマチ内科学の専門講座が設立された 7 大学の講座責任者にご協

力頂き，大学組織上の位置づけ，設立の経緯，医学部教育への貢献，医学部付属病

院への貢献，構成員についてデータを収集した。 

(6) 理事長，副理事長，特命副理事長が 2025年 1月に文部科学省（高等教育課）と厚生

労働省（医政局医事課，がん・疾病対策課，難病対策課，医療介護連携政策課）を

それぞれ訪問し，上記(3)(4)(5)の資料を説明し，膠原病・リウマチ内科専門講座の

設置および講座教授を含む専門教員の配置，未設置・未配置の医学部には積極的に

促して頂くための文書を提出した。 

(7) 「膠原病・リウマチ内科学モデル講義カリキュラム」の事前学修ビデオの見本を作

成し，来年度の早期に配信可能な状態にする計画を立てている。 

７) 診療ガイドラインなどの策定 

2023 年度に策定した本学会，および厚生労働省，AMED などの行政機関の研究班，また厚

生労働省からの依頼による市販後調査で作成する各種ガイドライン，指針，推奨文，調

査研究など取り扱いのフローチャートに基づき，次のガイドラインなどを承認・作成し

た。 

(1) 関節リウマチ診療ガイドライン 2024改訂 若年性特発性関節炎少関節炎型・多関節

炎型診療ガイドラインおよび translated paper  

(2) IgG4 関連疾患診療ガイダンス 

(3) 慢性再発性多発性骨髄炎および TNF 受容体周期性症候群の改訂と診断基準 

(4) 修正版 TNF受容体周期性症候群の診断基準 

(5) 全身性強皮症診療ガイドライン 2025年版（作成協力） 



(6) 若年性特発性関節炎診療ガイドライン 2024-2025 年版 

(7) シュニッツラー症候群の指定難病のための診断基準と個表 

(8) シェーグレン症候群診療ガイドライン 2017年版［2025 年 Update］ 

(9) 膠原病に伴う間質性肺疾患診断・治療指針 2025 

(10) リウマチ診療のための関節エコー撮像の手引き改訂版 

(11) 関節リウマチ若年性特発性関節炎少関節炎型・多関節炎型 全身性エリテマトーデ

スの遠隔医療の確立に向けた提言 

(12) 再発性多発軟骨炎 診断・治療ガイドライン 

８）国際化の推進と若手の育成 

(1) JCR2024（神戸）で ACR session「System biology and mechanism-based therapy 

in rheumatic disease」，EULAR session「EULAR Updates and Perspectives in 

Rheumatology」，APLAR session「APLAR activities: recent understandings of 

important clinical issues and recent translational research 

investigations」を開催した。 

(2) 海外演者を対象とした「Travel Award」には，22 カ国・地域から 69 名 81 演題が

エントリーされ，JCR 国際委員会と国際委員会サブコミッティによる審査により

25 演題を選出した。 また海外若手医師・研究者の学術集会参加サポートを目的

として「Travel Support」を設け，44 名に 500ドル/250 ドルを支弁した。 

(3) JCR 会員を対象とした国際ワークショップ優秀演題賞（ICW Excellent Abstract 

Award）は，対象演題 142 演題から 31 演題を選出した。 

(4) 「JCR-EULAR若手リウマチ医トレーニングプログラム 2024」を企画し，長期トレー

ニング 1 名を選出した。 

(5) APLAR 2024（シンガポール）に演題投稿した 45 歳未満の JCR 会員の中から国際委員

会での審査により 30 名を選出し，受賞者へは「APLAR2024 Excellent Abstract 

Award on JCR」として賞状と賞金 15万円が贈られた。 

(6) 7 月 25 日（木）～27 日（土）に JCR 国際育成セミナー2024（JCR International 

School 2024）を軽井沢プリンスホテルで開催した。 

(7) 11月 14～19日にワシントン DC で開催された ACR2024 期間中に JCR/ACRジョイントセ

ッション「The JCR-ACR Scientific Session: At the Heart of the Inflamed Vessel: 

New Insights into Cardiovascular Disease and Vasculitis」を開催した。 

(8) 6 月に開催された EULAR，8 月に開催された APLAR，また 11 月に開催された ACRに JCR

ブースを設置し，学会誌ならびに JCR のプロモーション活動を行った。 

９）教育研修会等の開催 

(1) 全国規模の教育研修会として，4月 21 日にアニュアルコースレクチャーを開催しオ

ンデマンドで配信した。また 8 月 25 日に東京，12月 15 日に大阪で全国中央教育研

修会を開催した。 

(2) 第 11回ベーシックリサーチカンファレンスを 11月 15,16日に富士ソフトアキバプラ

ザ(東京秋葉原)で開催した。また医学部生，初期臨床研修医，初期研究者を対象とし

たリウマチ学における基礎研究の素晴らしさを伝える基礎研究次世代育成セミナー

として「DokiDokiセミナー」を岩手，島根，広島で開催した。 



(3) 関節超音波検査初級講習会を 6 月 9 日と 12月 22 日に東京と大阪で開催した。また

オンライン講習会を 9月 29 日と 1月 26 日の 2回開催した。登録ソノグラファーは

2024 年度 51名を新規登録し，139 名の資格更新を行った。 

(4) 臨床研究合宿を 7 月 19～21 日の 3日間，クロスウェーブ府中で開催した。 

(5) 「AI 技術が切り拓く新たなリウマチ学に向けた教育シンポジウム」を 1 月 19 日にハ

イブリッドで開催した。 

１０）研究助成事業 

(1) 厚生労働省より「アレルギー情報センター事業」の付託を受け，保健，福祉関係者

および医療従事者と対象とした「リウマチ相談員養成研修会」を 12月 15 日に大阪

で開催した。 

(2) 旭化成ファーマ株式会社の助成により「JCR フロンティア研究者助成プログラム」と

して，「自己免疫疾患に合併した間質性肺疾患の病因・病態・進展メカニズムに関す

る研究」の公募を行った。 

 １１）その他 

(1) 専門医認定単位をアプリで管理するための「JCR 会員アプリ」の運用を開始した。 

(2) ウパダシチニブ使用中のニューモシスチス・イロベチィ肺炎および間質性肺炎発症

状況報告と適正使用順守に文書を発出した。 

(3) ミコフェノール酸モフェチルの「ANCA関連血管炎（顕微鏡的多発血管炎，多発血管

炎性肉芽腫症，好酸球性多発血管炎性肉芽腫症）」ならびに「皮膚筋炎」，「若年性皮

膚筋炎」への保険適用が認められた。 

(4) アダリムマブ（40 mg）が「既存治療で効果不十分な X 線基準を満たさない体軸性脊

椎関節炎」を効能又は効果とする追加承認を取得した。 

4．卒前，卒後教育の充実に向けた活動 

１） 2024年 8 月，9 月，1 月と 3 回にわたり厚生労働省（医政局医事課，がん・疾病対策

課，難病対策課）と訪問し，「全国大学病院における膠原病・リウマチ内科診療科の診

療体制の改善に関する要望書」を提出した。要望書では，膠原病・リウマチ内科を専門

とする教員が講義を行っている大学は 55.6%にとどまり，指導医の不足により他科の指

導医が膠原病・リウマチ内科の臨床実習を担当している現状など，膠原病・リウマチ内

科診療体制の危機的な状況を説明し，全大学病院と研修指定病院に於ける膠原病・リウ

マチ内科の設置，診療科長の配置と複数名の指導医を配置できる体制となることを要望

した。 

２） 2024年 9 月，1 月と 2 回にわたり文部科学省高等教育局医学教育課長と面談し，「医学

部における膠原病リウマチ内科学講座設置に関わる要望書」と「膠原病リウマチ内科学

講座設置をご検討頂くための要望書」を提出した。要望書では，全大学病院を対象とし

た「膠原病・リウマチ内科学の卒前教育に関する調査アンケート」の結果を報告すると

ともに，国立大学を含めた複数の大学で膠原病・リウマチ指導医が不在となっているこ

とで，医学部学生が膠原病・リウマチ学や分子標的治療などを学ぶ機会を逸しているこ

となどを報告し，教育の充実に向けた作成した膠原病・リウマチ内科学モデル講義カリ

キュラムやモデル実習プランなどを説明。また直近で膠原病の講座が設置された 7 大学

の講座設置に至った経緯と設置後に大学，病院へもたらした効果を報告した。文科省と



しては，膠原病・リウマチ内科は専門医機構のサブスぺシャルティとして認定され，教

育の充実には講座があっても良いとう考えが示され，全国病院長会議などで「膠原病リ

ウマチ内科学に関する教育の充実について」のスライドを掲示いただくこととなった。 

5．2025年度事業案 

１） 総会･学術集会 

(1) 川上純会長のもと，2025 年 4 月 24日(木)～26日(土)に福岡国際会議場・福岡サン

パレス・福岡国際センターにおいて第 69 回日本リウマチ学会総会･学術集会をで開

催する。 

(2) 渥美達也会長のもと，2026 年 4 月 23 日(木)～25 日(土)に福岡国際会議場・福岡サ

ンパレス・マリンメッセ福岡で開催する第 70回日本リウマチ学会総会・学術集会の

準備を進める。 

 ２) 卒前，卒後教育の充実 

文部科学省，厚生労働省へ引き続き膠原病・リウマチ内科学講座および膠原病リウマチ

内科診療科の設置を働きかけていく。卒前，卒後教育カリキュラムなどを充実させ，課

題を有する大学などを直接訪問することも検討する。 

 ３) 診療ガイドライン，提言，勧告など作成，管理について 

2023 年に策定した各種ガイドライン，指針，推奨文，調査研究など取り扱いのフローチ

ャートに基づき，委員会ならびに厚生労働省および AMEDなどの行政機関の研究班で作成

されるガイドラインや提言，診断基準を日本リウマチ学会の冠を付けて作成する。 

４）JCR 学会誌 

(1) MR 論文の質の向上と引用の増加を図り，更なる国際的展開を進める。 

(2) 質の高い出版を維持し年 6 号発行する。 

(3) 英文抄録集は学術集会の演題登録時に英文抄録を義務付け，MR Supplement として年

1 号をオンラインで発行する。 

(4) 国際学会で MR および MRCR のプロモーション活動を精力的に行い，欧米からの投稿

数増加を促す。 

(5) 著者，査読者，編集も含め，ジャーナルへの投稿出版に関わる出版倫理について，

教育および周知に努める。 

５） 専門医制度 

(1) 学会認定専門医制度の管理・検討・改訂，指導医の新規認定・資格更新業務，教育

研修会の認定業務，他の学会・日本専門医機構との調整を引き続き実施する。 

(2) 機構認定の膠原病・リウマチ内科領域専門医の育成を目指し，卒前・卒後教育を充

実させ，全大学に膠原病・リウマチ学講座，診療科の設置に向けた活動を行う。 

(3) 膠原病・リウマチ内科領域専門医への移行に向けた認定と更新の必要な要件をまと

める。 

６) 国際化の推進と若手の育成 

(1) 国際化の推進にあたり学術集会での英語セッション枠を増やし，ICW, ACR, EULAR, 

APLAR, TREGセッションを継続して開催する。会員を対象とした ICW Excellent 

Abstract Award，海外の若手研究者を対象とした JCR Travel Award を引き続き

実施する。 



(2) APLAR2025 福岡大会（2025 年 9 月 5 日～7 日）で優秀演題賞を設け，若手医師の

APLAR をはじめとする国際学会への参加をうながす。 

(3) J-STAR 委員会の活動をより活発させ，国内外の若手研究者と様々なツールで積極的

に交流を図りながら，将来的なリウマチ学発展への貢献を目指す活動を推進する。ま

た J-STAR 委員会を EULAR の若手組織である EMEUNET，同じく APLAR の若手組織で

ある AYR のカウンタパートとして位置づけ，海外学術団体との交流活動を深めて

いく。 

(4) 若手リウマチ医の英語プレゼンテーション能力の向上を目的としてリウマチ学の

世界的トップリーダーを招いて「JCR 世界トップ寺子屋」開催する。また国際育成

セミナーも例年通り開催する。 

７）社会医療費の向上 

(1) 社会保険委員会を再構成し，内保連対応，および，外保蓮対応を積極的に行い，実

地診療における保険適用の拡大を目指す。 

(2) DPC 係数の向上，疾患別，臓器障害別再構築を行い，入院加療での本学会に関連する

疾患における医療技術での正当な評価向上を行う。 

(3) 外来診療における指導料，手技料などの加算の充実，拡大を目指す。 

８）その他 

(1) SNS，HP，NLなどを最大限活用し，国内および国際的な情報化をさらに推進し，情報

活動を賦活化させる。 

(2) 研修施設と指導医の偏在を解消し専攻医の研修環境を充実させる活動を続ける。 

(3) 会員数，評議員数の少ない地域においては会員数を増加させる対策をたて，評議員

数の適正化を議論する。 

(4) 健全な財務基盤の構築に向け，学術集会を始めとする支出の適正化を進める。 
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　貸　借　対　照　表 （単位：円）

現金 0 未払金 50,000

普通預金 842,521,103 未払法人税等 70,000

　流動口座 計 618,538,003 前受金 5,794,000

　　　みずほ銀行/虎ノ門 7,251,036 預り金 541,147

　　　三菱UFJ銀行/虎ノ門 238,968,768

　 　三菱UFJ銀行/助成専用口（その他） 10,000,000 仮受金 234,123,725

　 　三菱UFJ銀行/第67回学術集会口 0

　 　三菱UFJ銀行/第69回学術集会口 186,785,100

　 　三菱UFJ銀行/第70回学術集会口 0

　 　郵便貯金 114,836,050 240,578,872

　 　郵便振替口座00140 37,341,281 学術集会等準備基金 170,800,000

　 　郵便振替口座00170 23,355,768 APLAR積立準備基金 53,183,100

　特定口座 計 223,983,100

　 　三菱UFJ銀行/学術集会積立金 170,800,000

　 　三菱UFJ銀行/助成専用口

　　　　　　　　　　　　ＡPLAR準備金 53,183,100

支部預金 130,546,841

未収金 4,608,000

前払金 600,000

前払費用 1,104,048

仮払金 21,509,021 223,983,100

464,561,972

1,000,889,013

(1)基本財産合計 120,000,000 基金 基金 120,000,000

普通預金 120,000,000 （うち基本財産への充当額） 120,000,000

（うち特定資産への充当額） 0

（2）その他固定資産

構築物 7,132,309 指定正味財産合計 0

什器備品 9,642,499 （うち基本財産への充当額） 0

ソフトウェア勘定 32,576,500 （うち特定資産への充当額） 0

減価償却累計額 -35,413,992

敷金 10,036,800 一般正味財産合計 560,301,157

（うち基本財産への充当額） 0

その他固定資産合計 23,974,116 （うち特定資産への充当額） 0

143,974,116 680,301,157

1,144,863,129 1,144,863,129

令和7年2月28日現在

Ⅰ資産の部
2024年度

Ⅱ負債の部
2024年度

科　目 科　目

流動資産

流動負債

流動負債合計

固定負債

固定負債合計

負債合計

資産合計 負債及び正味財産合計

流動資産合計 Ⅲ正味財産の部

固定資産
指定正味財産

一般正味財産

固定資産合計 正味財産合計



（単位：円）

資産の部

1.流動資産
現金預金 842,521,103

普通預金（流動口座）計 618,538,003
みずほ銀行/虎ノ門支店 (7,251,036)
三菱UFJ銀行/虎ノ門支店 (238,968,768)
三菱UFJ銀行/助成専用口（その他） (10,000,000)
三菱UFJ銀行/第67回学術集会口 (0)
三菱UFJ銀行/第69回学術集会口 (186,785,100)
三菱UFJ銀行/第70回学術集会口 (0)
郵便貯金 (114,836,050)
郵便振替預金（00140） (37,341,281)
郵便振替預金（00170） (23,355,768)

特定口座　計 223,983,100
三菱UFJ銀行/学術集会積立金 (170,800,000)
三菱UFJ銀行/助成専用口（APLAR積立金） (53,183,100)

支部預金 130,546,841

未収金 　ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ　他 4,608,000
前払金 600,000
前払費用 1,104,048
仮払金　 21,509,021
流動資産合計 1,000,889,013

2.固定資産
基本財産

三井住友銀行/浜松町支店 120,000,000
基本財産合計 120,000,000
その他固定資産

建物附属設備･器具備品･ソフトウェア 13,937,316
敷金 10,036,800

その他固定資産合計 23,974,116
固定資産合計 143,974,116

資産合計 1,144,863,129

負債の部

1.流動負債
未払金 50,000
未払法人税等 70,000
前受金 5,794,000

2025～2028年度会費等 738,000
指導医登録料　105名 2,100,000
専門医登録料　122名 2,440,000
専門医関連　１名 10,000
その他　研修会共催金等 506,000

預り金 源泉所得税･健康保険･厚生年金 541,147
仮受金　総会学術集会等 234,123,725
流動負債合計 240,578,872

1.固定負債
学術集会準備基金 170,800,000
APLAR積立準備基金 53,183,100
固定負債合計 223,983,100
負債合計 464,561,972
正味財産 680,301,157

財　　産　　目　　録
令和7年2月28日現在

科　　　目 金　　　額

科　　　目 金　　　額



正　味　財　産　増　減　計　算　書
自 令和6年3月１日　　至 令和7年2月28日 （単位：円）

Ⅰ.一般正味財産増減の部

経常増減の部
(1)経常収益
　受取会費

会 費 収 入 120,981,000 121,062,000 81,000
　事業収益 0

広 告 料 収 入 26,694,800 24,692,800 -2,002,000
諸 制 度 収 入 31,626,000 31,244,000 -382,000
学 術 集 会 収 入 330,385,713 346,433,659 16,047,946
支 部 収 入 167,217,452 166,305,767 -911,685
教 育 研 修 会 収 入 28,149,500 25,554,500 -2,595,000
国 際 関 連 事 業 収 入 2,100,000 3,630,000 1,530,000

経常収益計 707,154,465 718,922,726 11,768,261
(2)経常費用 0
　事業費 635,038,293 656,262,571 21,224,278

学 術 集 会 経 費 320,913,019 336,028,638 15,115,619
学 術 集 会 関 連 経 費 4,487,799 4,576,317 88,518
関 連 学 会 費 2,465,800 2,307,050 -158,750
委 員 会 費 3,360,213 5,867,948 2,507,735
会 議 費 7,034,258 7,807,208 772,950
国 際 関 連 事 業 費 26,135,885 22,235,743 -3,900,142
諸 制 度 運 営 費 12,127,963 11,910,494 -217,469
教 育 研 修 費 52,752,057 51,915,009 -837,048
英 文 誌 経 費 24,864,962 24,182,484 -682,478
情 報 通 信 経 費 12,146,935 11,652,284 -494,651
調 査 研 究 費 2,717,945 2,248,140 -469,805
支 部 経 費 154,157,703 160,218,470 6,060,767
保 守 管 理 費 8,914,309 12,386,354 3,472,045
支 払 手 数 料 2,524,899 2,711,436 186,537
雑 費 434,546 214,996 -219,550
医 学 用 語 集 0 0 0

　管理費 88,899,811 107,360,302 18,460,491
給 料 手 当 15,917,386 26,526,087 10,608,701
雑 給 4,551,331 2,359,648 -2,191,683
賞 与 15,080,050 15,593,350 513,300
通 勤 費 1,846,650 1,276,000 -570,650
紹 介 手 数 料 1,491,875 2,024,610 532,735
法 定 福 利 費 9,415,528 10,296,629 881,101
福 利 厚 生 費 440,783 348,182 -92,601
報 酬 2,795,298 2,771,736 -23,562
旅 費 交 通 費 39,382 24,186 -15,196
通 信 運 送 費 2,741,030 4,171,045 1,430,015
印 刷 費 541,288 1,400,700 859,412
消 耗 品 費 3,825,081 2,815,650 -1,009,431
接 待 交 際 費 33,000 84,800 51,800
保 険 料 2,418,050 4,288,940 1,870,890
賃 借 料 14,713,060 14,356,779 -356,281
水 道 光 熱 費 650,090 782,415 132,325
諸 管 理 費 3,395,697 8,773,352 5,377,655
租 税 公 課 5,145,860 6,643,928 1,498,068
広 告 宣 伝 費 3,066,800 -3,066,800
減 価 償 却 費 791,572 2,822,265 2,030,693

経常費用計 723,938,104 763,622,873 39,684,769
当期経常増減額 -16,783,639 -44,700,147 27,916,908
経常外増減の部 0
(1)経常外収益 0

寄 付 金 ・ 助 成 金 0
雑 収 入 20,629,283 40,936,191 20,306,908
移 転 補 償 料 0
特 別 利 益 0

経常外収益計 20,629,283 40,936,191 20,306,908
(2)経常外費用 0

雑 損 失 819,516 -819,516
固 定 資 産 減 損 失 0
特 別 損 失 0
APLAR 積 立 準 備 基 金 繰 入 0

経常外費用計 819,516 0 -819,516
当期経常外増減額 19,809,767 40,936,191 21,126,424
当期一般正味財産増減額 3,026,128 -3,763,956 -6,790,084
　一般正味財産期首残高 564,679,185 564,065,113 -614,072
　一般正味財産期末残高 567,705,313 560,301,157 -7,404,156

Ⅱ.指定正味財産増減の部 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ.基金増減の部 0
　基金受入額 0
　基金返還額 0

当期基金増減額 0 0 0
基金期首残高 120,000,000 120,000,000 0
基金期末残高 120,000,000 120,000,000 0

Ⅳ.正味財産期末残高 687,705,313 680,301,157 -7,404,156
727,783,748 759,858,917
724,757,620 763,622,873

3,026,128 -3,763,956

科目
令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

増減(2024年-2023年）



1.重要な会計方針

資産の評価基準及び評価方法

（1）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 法人税法の規定による定率法
但し、平成10年4月1日以降取得の建物については定額法

無形固定資産 法人税法の規定による定額法

（2）消費税等の会計処理 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科目 資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

普通預金 120,000,000 0 0 120,000,000
基本財産計 120,000,000 0 0 120,000,000

特定資産 特定資産計 0 0 0 0
120,000,000 0 0 120,000,000

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 資産の種類 当期末残高
（うち指定正味
財産からの充

当額）

（うち一般正味
財産からの充

当額）

（うち基金からの
充当額）

（うち負債に
対応する
額）

普通預金 120,000,000 0 0 120,000,000 0
基本財産計 120,000,000 0 0 120,000,000 0

特定資産 特定資産計 0 0 0 0 0
120,000,000 0 0 120,000,000 0

財務諸表に対する注記

基本財産

合計

基本財産

合計



第68回 日本リウマチ学会総会・学術集会
　　　会長　　高木　理彰

費　　目 内　　容 数量 金　　額

　

　 １．参加者会費（有料参加者6,296名） 117,563,000

事前参加登録 一般会員　 18,000 3,636 65,448,000

一般（非会員） 24,000 1,136 27,264,000

コメディカル・大学院生 4,000 300 1,200,000

コメディカル・大学院生（非会員） 5,000 158 790,000

専攻医 0 222 0

初期臨床研修医・医学部学生 0 107 0

当日参加登録 一般会員　 22,000 497 10,934,000

一般（非会員） 24,000 478 11,472,000

コメディカル・大学院生 5,000 40 200,000

コメディカル・大学院生（非会員） 5,000 51 255,000

専攻医 0 66 0

初期臨床研修医・医学部学生 0 63 0

　

　 全員懇親会参加費　 1,000 706名 706,000

　

　 日本整形外科学会　 1,000 1,401件 1,401,000

　

和文抄録集販売 3,000 651件 1,953,000

　

特設ブース 　 3,300,000 12社 39,600,000

基礎（小間） 　 330,000 8社 2,640,000

書籍展示（２社） 735,759 1式 735,759

　

抄録集掲載料 1,628,000 1式 1,628,000

ハンディプログラム掲載料 957,000 1式 957,000

スマートフォンアプリ広告掲載料 110,000 8社 880,000

　

モーニングセミナー　　         大A会場クラス 3,080,000 0 0

                             大B会場クラス 2,860,000 3 8,580,000

　　　　　　　　　　　　  中会場クラス 2,200,000 8 17,600,000

　　　　　　　　　　　　  小会場クラス 1,320,000 3 3,960,000

小会場(アッヴィMS13) 880,000 1 880,000

ランチョンセミナー　　          大A会場クラス 3,080,000 5 15,400,000

                             大B会場クラス 2,860,000 11 31,460,000

　　　　　　　　　　　　  中会場クラス 2,200,000 13 28,600,000

　　　　　　　　　　　　  小会場クラス 1,320,000 10 13,200,000

イブニングセミナー　　          大A会場クラス 3,080,000 0 0

                             大B会場クラス 2,860,000 5 14,300,000

　　　　　　　　　　　　  中会場クラス 2,200,000 10 22,000,000

　　　　　　　　　　　　  小会場クラス 1,320,000 3 3,960,000

　

　 日本製薬団体連合会　 5,304,000 1 5,304,000

公益財団法人中冨健康科学振興財団研究助成金 1,000,000 1 1,000,000

一般社団法人山形ヘルスサポート協会 2,000,000 1 2,000,000

公益財団法人中内力コンベンション振興財団助成金 5,000,000 1 5,000,000

Meet in Kobe（ポートピア’81記念基金補助金） 5,030,000 1 5,030,000

参加登録取消料 25,400 1 25,400

ベリトランステスト入金 72,000 1 72,000

　

　 学術集会繰入基金 0 1 0

346,435,159

金　　額

77,021,079

23,140,958

21,490,958

1,650,000

53,880,121

27,833,135

2,454,724

1,516,754

5,749,755

0

7,396,860

264,000

0

8,664,893

222,691,185

12,039,500

1,045,938

67,214,915

51,866,298

40,321,578

7,165,620

4,379,100

7,002,600

15,097,940

41,785,564

18,429,579

1,363,351

6,845,500

12,398,368

660,000

5,493,700

779,020

0

275,000

186,590

5,004,058

0

13,918,006

13,918,006

10,000,000

10,000,000

10,406,521

346,435,159

第68回 日本リウマチ学会総会・学術集会 　収支報告書

単　　価

第68回 日本リウマチ学会総会・学術集会（学会収入）

２．懇親会参加費収入 706,000

３．単位手数料収入 1,401,000

４．抄録集販売収入 1,953,000

５．企業展示出展料 42,975,759

費　　目

６．広告料収入 3,465,000

７．共催セミナー収入　（57枠） 159,940,000

8．寄附金収入 18,334,000

9．雑収入 97,400

10．繰入金 0

収入合計

通信運送費

第68回 日本リウマチ学会総会・学術集会（学会支出）

Ⅰ. 事前準備費

１．人件費

本部事務局費

サポート準備室人件費

２．経費

印刷・制作物関係費

情報発信（ホームページ）関連費

旅費交通費

演題処理関係費

プログラム関係費

５．看板装飾費

備品・消耗品費

外注費

諸経費

Ⅱ. 当日運営費

１．人件費

２．旅費交通費

３．会場費 

４．機材・備品費　

機材・備品費

その他機材費

受付用システム導入費（クレジット・共催セミナー・事前登録）

６．支払手数料

６．展示関係費

７．招聘関係費（非会員招聘費用、トラベルアワード、シンポジウム費用招聘費に該当）

８．会合関係費（全員懇親会、ドリンクサービス、会長企画招宴費用含む）

９．ハンズオンセミナー関係費

10．その他

Ⅲ. 事後処理費

Ⅰ．人件費

２．旅費交通費

３．印刷費（礼状等）

４．通信運送費

５．公認会計士監査料（会計監査料）

Ⅵ．剰余金

支出合計

７．その他諸経費（クレジット精算手数料）

Ⅳ. 業務委託費

1．進行管理費

Ⅴ. 学術集会準備基金

１．学術集会準備金

２．若手育成（ICW, Travel Award）  

８．雑損失















2025年度予算書（案）
（単位：円）

Ⅰ.一般正味財産増減の部

経常増減の部
(1)経常収益
　受取会費

会 費 収 入 119,774,000 121,062,000 120,500,000
　事業収益

広 告 料 収 入 24,100,000 24,692,800 25,360,000
諸 制 度 収 入 31,000,000 31,244,000 24,800,000
学 術 集 会 収 入 332,630,000 346,433,659 315,612,000
支 部 収 入 116,000,000 166,305,767 152,000,000
教 育 研 修 会 収 入 22,200,000 25,554,500 25,200,000
国 際 関 連 事 業 収 入 0 3,630,000 3,630,000

A 経常収益計 645,704,000 718,922,726 667,102,000
(2)経常費用
　事業費

学 術 集 会 経 費 298,755,000 336,028,638 291,624,000
学 術 集 会 関 連 経 費 4,500,000 4,576,317 4,500,000
関 連 学 会 費 2,500,000 2,307,050 2,500,000
委 員 会 費 4,000,000 5,867,948 3,300,000
会 議 費 8,300,000 7,807,208 9,500,000
国 際 関 連 事 業 費 38,400,000 22,235,743 38,700,000
諸 制 度 運 営 費 14,800,000 11,910,494 8,850,000
教 育 研 修 費 41,200,000 51,915,009 46,400,000
英 文 誌 経 費 42,450,000 24,182,484 39,800,000
情 報 通 信 経 費 10,900,000 11,652,284 10,300,000
調 査 研 究 費 3,200,000 2,248,140 6,000,000
支 部 経 費 116,000,000 160,218,470 152,000,000
保 守 管 理 費 8,775,000 12,386,354 13,715,000
支 払 手 数 料 3,000,000 2,711,436 3,000,000
雑 費 214,996
医 学 用 語 集

　管理費
給 料 手 当 18,500,000 26,526,087 20,000,000
雑 給 1,500,000 2,359,648 1,500,000
賞 与 17,000,000 15,593,350 17,000,000
紹 介 手 数 料 1,200,000 1,276,000 1,200,000
通 勤 費 2,000,000 2,024,610 2,000,000
法 定 福 利 費 8,600,000 10,296,629 8,800,000
福 利 厚 生 費 500,000 348,182 400,000
報 酬 2,865,000 2,771,736 2,865,000
旅 費 交 通 費 50,000 24,186 50,000
通 信 運 送 費 3,300,000 4,171,045 2,850,000
印 刷 費 980,000 1,400,700 730,000
消 耗 品 費 3,900,000 2,815,650 2,300,000
接 待 交 際 費 60,000 84,800 60,000
保 険 料 2,800,000 4,288,940 4,000,000
賃 借 料 16,200,000 14,356,779 15,800,000
水 道 光 熱 費 680,000 782,415 788,100
諸 管 理 費 5,259,000 8,773,352 4,059,000
租 税 公 課 5,180,000 6,643,928 6,060,900
広 告 宣 伝 費
減 価 償 却 費 3,200,000 2,822,265 3,200,000
予 備 費 6,530,000 4,000,000

B 経常費用計 697,084,000 763,622,873 727,852,000
当期経常増減額 -51,380,000 -44,700,147 -60,750,000
経常外増減の部
(1)経常外収益

寄 付 金
雑 収 入 16,400,000 40,936,191 32,750,000
再 開 発 関 連 収 入
助 成 金 収 入 19,980,000 13,000,000

積立金取崩収入
学 術 集 会 等 積 立 取 崩 15,000,000 15,000,000
APLAR 積 立 金 取 崩

前期正味財産繰入
前 期 正 味 財 産 繰 入

C 経常外収益計 51,380,000 40,936,191 60,750,000
(2)経常外費用

法 人 税 等
雑 損 失
固 定 資 産 減 損 損 失
特 別 損 失
APLAR 積 立 準 備 基 金 繰 入

D 経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 40,936,191
当期一般正味財産増減額 -3,763,956
　一般正味財産期首残高 564,065,113
　一般正味財産期末残高 560,301,157

Ⅱ.指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額
　指定正味財産期首残高
　指定正味財産期末残高
Ⅲ.基金増減の部
　基金受入額
　基金返還額

当期基金増減額
基金期首残高 120,000,000
基金期末残高 120,000,000

Ⅳ.正味財産期末残高 680,301,157
収入合計(A+C) 697,084,000 759,858,917 727,852,000
支出合計(B+D) 697,084,000 763,622,873 727,852,000

差　　  額 0 -3,763,956 0

実　績
（2024年度）

予算案
（2025年度）

科目
予算案

（2024年度）

第3号議案



第69回日本リウマチ学会総会・学術集会予算

●収入の部 ●支出の部 (単位：円）

単　　価 数量 金額 備               考 金額 備               考

1 参加費等 110,260,000 有料5,900名 １．事前準備費 89,440,551

【事前参加登録】 4,850名 1） 事務局人件費 一　式 22,990,000

会員／一般 @18,000× 3,300名 59,400,000 2） 業務事務費 一　式 9,007,046

非会員／一般・海外含む @24,000× 1100名 26,400,000 3） 事務局諸経費・発送費等 一　式 7,733,200

会員／コメディカル・大学院生 @4,000× 300名 1,200,000 4） 事前参加登録システム関係費 一　式 8,299,600

非会員／コメディカル・大学院生 @5,000× 150名 750,000 5） 演題登録システム 一　式 1,880,000

専攻医 @× 0 6） 査読システム 一　式 650,000

【当日参加登録】 1050名 7） 備品・消耗品費 一　式 240,000

会員／一般 @22,000× 490名 10,780,000 8） 印刷・制作物関係費 一　式 31,950,980

非会員／一般・海外含む @24,000× 470名 11,280,000 9） ホームページ 一　式 2,051,225

会員／コメディカル・大学院生 @5,000× 40名 200,000 10） 演題処理関係費 一　式 3,122,500

非会員／コメディカル・大学院生 @5,000× 50名 250,000 11） 旅費・交通費 一　式 1,516,000

専攻医 @× 0 ２．当日運営費 174,307,161

2 懇親会参加費収入 @1,000× 600名 600,000 1） 会場借り上げ費 一　式 34,946,536

3 単位手数料収入 @1,000× 1000件 1,000,000 2） 会場付帯設備費 一　式 1,000,000

4 抄録集販売収入 @3,000× 600冊 1,800,000 3） 機材費 一　式 29,494,100

5 企業展示出展料　　 　 　 44,590,000 4） 看板・受付・PC受付 一　式 7,491,350

特設展示出展料 @3,300,000× 12社 39,600,000 5） ポスター・ハンズオン会場 一　式 3,402,000

基礎小間出展料 @330,000× 13小間 4,290,000 6） 機器展示設営 一　式 3,032,000

書籍展示 @700,000× 1式 700,000 7） 受付システム 一　式 4,134,200

6 広告料 　 　 3,642,100 8） 共催セミナー発券システム 一　式 1,664,000

【抄録集】 9） 運営人件費 一　式 13,615,000

表4 @440,000× 1社 440,000 10） 印刷・制作物費 一　式 1,652,000

表3 @385,000× 0社 0 11） 備品費 一　式 1,601,000

表2 @352,000× 0社 0 12） 招聘関係費 一　式 39,225,451

グラビア１ｐ（カラー） @330,000× 0社 0 13） 飲食・会合費 一　式 16,654,776

後付け１ｐ（モノクロ） @110,000× 1社 110,000 14） 宿泊・交通費 一　式 12,315,938

後付け1/2ｐ @60,500× 2社 121,000 15） 運営諸経費 一　式 2,928,810

【ハンディプログラム】 16） 託児運営費 一　式 1,150,000

表4 @363,000× 1社 363,000 ３．事後処理費 1,816,000

表3 @308,000× 1社 308,000 ４．業務委託費 12,583,435

表2 @286,000× 1社 286,000

グラビア１ｐ（カラー） @253,000× 1社 253,000

後付け１ｐ（モノクロ） @90,200× 2社 180,400

後付け1/2ｐ @40,700× 1社 40,700

【その他】

アプリ広告料 @220,000× 7社 1,540,000

7 各種セミナー共催金　　 65セッション 148,720,000 2025年1月27日時点

【モーニングセミナー】 5セッション 　

大A会場（1,000～2,300席） @3,080,000× 0セッション 0

大B会場（400～600席） @2,860,000× 1セッション 2,860,000

中会場（180～250席） @2,200,000× 3セッション 6,600,000

小会場（80～100席） @1,320,000× 1セッション 1,320,000

【ランチョンセミナー】 43セッション 　

　 大A会場（1,000～2,300席） @3,080,000× 5セッション 15,400,000

大B会場（400～500席） @2,860,000× 11セッション 31,460,000

中会場（180～250席） @2,200,000× 13セッション 28,600,000

小会場（80～100席） @1,320,000× 14セッション 18,480,000

海外招聘者費 @660,000× 3セッション 1,980,000

【イブニングセミナー・他】 　 17セッション 　

大A会場（1,000～2,300席） @3,080,000× 1セッション 3,080,000

大B会場（400～500席） @2,860,000× 5セッション 14,300,000

中会場（180～250席） @2,200,000× 10セッション 22,000,000

小会場（80～100席） @1,320,000× 1セッション 1,320,000

海外招聘者費 @660,000× 2セッション 1,320,000

8 寄付金 5,000,000

日本製薬団体連合会 5,000,000 確定金額

278,147,147

13,841,778 一部除く

291,988,925

23,623,175

¥315,612,100 ¥315,612,100

受益者負担率 35%

合　　計

項　　　　　目 項　　　　　目 数　　　　　　量

小　　　計

合　　　　計

予備費

消費税（10％）

中計



 

 

一般社団法人日本リウマチ学会 定款運用規則の改定案 

【現 行】 【改定案】 

 

（入社） 

第２条 定款第 6 条第 2 項による入会申し込みの

ため、本会所定の様式により、2名の評議員の推

薦署名を要するものとする。書式は、別表様式第

1号（正会員用）および別表様式第 2号（購読会

員用）とする。書式は理事会で定める。 

 

２． 定款第 7条第 1号 正会員のうち医療研究者

は、大学等の研究施設で医療研究に従事する者のほ

か、リウマチ専門医の指導のもとでリウマチ性疾患

の研究あるいは診療に従事する者等を含むものと

する。（入会申込書様式第 1号による） 

 

 

（入社） 

第２条 定款第 6 条第 2 項による入会申し込みの

ため、本会所定の様式により、2名の評議員また

はリウマチ指導医の推薦署名を要するものとす

る。書式は、別表様式第 1号（正会員用）および

別表様式第 2号（購読会員用）とする。書式は理

事会で定める。 

２．同 左 

 

 

 

 

３．入会申込書に添える会費は振込の証憑をもって

代えることができる。 

 

附則（2025年 4月 24日） 

この規則の改定は、2025 年度社員総会の承認を得

て、2025年 5月 1日から適用する。 

 

第4号の1議案



専門医制度規則の改定案 

１）専門医の認定 

【現 行】 【改定案】 

（認定要領及び有効期間） 

第 6 条 資格認定委員会において専門医申請

資格を承認されたものに対して、資格認定試 

験を行い、理事会の議を経て理事長が専門医認

定の証を交付する。 

２ 本証の有効期間は 5年間とする。有効期間

経過後の措置については、施行細則をもって定

める。 

（認定要領及び有効期間） 

第 6条 同 左 

 

 

 

２ 同 左 

 

 

３ 認定日は 4月 1日とする。 

４ 登録料は別に定める。 

 

附則（2025年 4月 24日） 

１ この規則の改定は、2025 年度定時社員総

会で承認をうけ、2025 年度認定者から適用す

る。 

２）指導医の認定 

【現 行】 【改定案】 

（指導医の認定） 

第 17条 専門医制度委員会は毎年 1回申請書

類によって審査し、指導医の認定を行う。 

第 18条 理事長は専門医制度委員会において

指導医として認定されたものに対して、理事会

の議を経て指導医認定証を交付する。 

２ 本証の有効期間は 5年とする。有効期間経

過後の措置については、施行細則をもって定め

る。 

（指導医の認定） 

第 17条 同 左 

 

 

 

 

２ 同 左 

 

 

３ 認定日は 4月 1日とする。 

 

附則（2025年 4月 24日） 

１ この規則の改定は、2025 年度定時社員総

会で承認をうけ、2025 年度認定者から適用す

る。 

第4号の2議案



３）専門医資格維持施行細則 

【現 行】 【改定案】 

 「認定日」 

 認定日は 4月 1日とする。 

 

「更新料」 

 更新料は別に定める。 

 

附則（2025年 4月 24日） 

１ この細則の改定は、2025 年度定時社員総

会で承認をうけ、2025 年度認定者から適用す

る。 

２ 認定期日が 2 月末日となっている更新者

については、同年 3月末日を認定期日とする。 

４）指導医資格維持施行細則 

【現 行】 【改定案】 

日本リウマチ学会指導医としての資格を維

持するには、指導医認定証の有効期限が到来す

る 3ヶ月前までに、別に定める資格維持申請書

に手数料をそえて専門医制度委員会に提出し

なければならない。 

 

日本リウマチ学会指導医としての資格を維

持するには、指導医認定証の有効期限が到来す

る 4ヶ月前までに、別に定める資格維持申請書

に手数料をそえて専門医制度委員会に提出し

なければならない。 

 

「認定日」 

 認定日は 4月 1日とする。 

 

附則（2025年 4月 24日） 

1 この細則の改定は、2025年度定時社員総会

で承認をうけ、2025年度認定者から適用する。 

2 認定期日が 2 月末日となっている更新者に

ついては、同年 3月末日を認定期日とする。 

 



第５号議案 

一般社団法人日本リウマチ学会 第 12期役員(理事・監事)選任の件 

 

本案は，日本リウマチ学会第 11期役員の任期満了に伴い，定款第 14条の規定「役員の選任は

社員総会の決議による」と定めていることから，第 12期役員の選任について提案するもので

す。 

 

□ 理事候補者 21名 （敬称略 五十音順 *印は支部選出 **印は理事会推薦） 

渥 美 達 也＊  (北海道大学大学院医学研究院免疫・代謝内科学教室) 

門 野 夕 峰＊ (埼玉医科大学） 

金 子 祐 子 (慶應義塾大学) 

小 嶋 俊 久＊  (国立病院機構名古屋医療センター) 

高 橋 伸 典 (愛知医科大学医学部整形外科学講座） 

高 柳   広 (東京大学大学院医学系研究科免疫学） 

田 中   栄 (東京大学医学部附属病院)  

田 中 良 哉  (産業医科大学医学部第１内科学講座) 

田 村 直 人＊  (順天堂大学医学部膠原病内科) 

中 島 康 晴＊ (九州大学大学院医学研究科整形外科） 

中島亜矢子  (三重大学医学部附属病院リウマチ・膠原病センター) 

橋 本   求＊＊  (大阪公立大学大学院医学研究科膠原病内科学) 

平田信太郎＊  (広島大学) 

藤 井 隆 夫＊  (和歌山県立医科大学医学部リウマチ・膠原病内科) 

藤 尾 圭 志  (東京大学大学院医学研究科アレルギー・リウマチ学) 

松 本   功＊  (筑波大学膠原病リウマチアレルギー内科) 

宮前多佳子  (東京女子医科大学医学部膠原病リウマチ内科学分野) 

持 田 勇 一  (横浜市立大学附属市民総合医療センター) 

桃 原 茂 樹  (医療法人社団博恵会草薙整形外科リウマチクリニック) 

森 信 暁 雄  (京都大学大学院医学研究科臨床免疫学講座) 

山 岡 邦 宏＊＊ (北里大学医学部リウマチ膠原病・感染内科学) 

  

□ 監事候補者 2名 （敬称略 五十音順） 

中 川 夏 子  (兵庫県立加古川医療センター) 

佐 藤 慎 二  (東海大学医学部内科学系リウマチ内科学) 

 



評議員選出承認・報告の件（44 名） 

泉山
いずみやま

 拓也
た く や

（東北大学病院）               神田
か ん だ

 真
まさ

聡
とし

（札幌医科大学） 

杉村
すぎむら

 祐
ゆう

介
すけ

（秋田労災病院）               谷村
たにむら

 瞬
しゅん

（北海道内科リウマチ科病院） 

井上
いのうえ

 嘉彦
よしひこ

（昭和大学藤が丘病院）            江波戸
え ば と

 孝
たか

輔
すけ

（北里大学病院） 

太田
お お た

 裕一
ゆういち

朗
ろう

（東海大学医学部）             岡本
おかもと

 祐子
ゆ う こ

（東京女子医科大学医学部） 

川合
かわあい

 聡史
さ と し

（聖路加国際病院）               肥沼
こえぬま

 直子
な お こ

（東京女子医科大学） 

児島
こ じ ま

 希
まれ

典
のり

（聖隷横浜病院）                根田
こ ん だ

 直子
な お こ

（東京女子医科大学） 

髙
たか

田
だ

 秀人
ひ で と

（東京女子医科大学）              武井
た け い

 裕史
ひ ろ し

（慶應義塾大学病院） 

田巻
た ま き

 弘道
ひろみち

（聖路加国際病院）              中井
な か い

 健
たけ

宏
ひろ

（聖路加国際病院） 

西
にし

見
み

 慎
しん

一郎
いちろう

（昭和大学）               羽
は

多野
た の

 美香
み か

（昭和大学） 

樋口
ひ ぐ ち

 智
とも

昭
あき

（東京女子医科大学）             増岡
ますおか

 正太郎
しょうたろう

（横須賀市立うわまち病院） 

持丸
もちまる

 瑛
え

梨
り

（東京女子医科大学）             伊藤
い と う

 清
きよ

亮
あき

（金沢大学附属病院 ） 

伊藤
い と う

 有
ゆう

平
へい

（三重大学医学部附属病院）          岡林
おかばやし

 諒
りょう

（総合青山病院） 

第6号議案



小寺
こ で ら

 仁
ひとし

（桑名市総合医療センター）          遠山
とおやま

 直
ただ

志
し

（福井大学医学部附属病院） 

根津
ね つ

 貴
たか

広
ひろ

（長岡赤十字病院）              長谷川
は せ が わ

 正裕
まさひろ

（三重大学大学院） 

井上
いのうえ

 拓也
た く や

（松下記念病院）               佐川
さ が わ

 友
とも

哉
や

（京都府立医科大学大学院） 

鈴鹿
す ず か

 隆
たか

保
やす

（大阪医科薬科大学病院）           橋本
はしもと

 哲
てっ

平
ぺい

（兵庫医科大学） 

平松
ひらまつ

 ゆり（大阪医科薬科大学病院）           吉川
よしかわ

 紋佳
あ や か

（大阪医科薬科大学病院） 

和田
わ だ

 裕美子
ゆ み こ

（大阪医科薬科大学病院）         泉川
いずみかわ

 美
み

晴
はる

（香川大学医学部附属病院） 

澤田
さ わ だ

 直
なお

哉
や

（道後温泉病院）               平岡
ひらおか

 大輔
だいすけ

（愛媛大学大学院） 

堀田
ほ り た

 昌
まさ

宏
ひろ

（岡山大学病院）               安村
やすむら

 純子
じゅんこ

（JR広島病院） 

尾崎
お ざ き

 貴士
た か し

（大分大学医学部）              尾
お

﨑
さき

 誠
まこと

（長崎大学） 

坂田
さ か た

 康
こう

明
めい

（熊本大学病院）               西村
にしむら

 直
なお

矢
や

（九州大学病院） 

 （＊所属は申請時のものを記載） 



1．名誉会員の選任の報告の件（3 名） 

名誉会員の内規により「名誉会員」とする。 

石黒 直樹（愛知県医療療育総合センター）        住田 孝之（筑波大学医学医療系） 

山中  寿（東京女子医科大学） 

2．功労会員の選任・報告の件（22 名） 

赤木 繁夫（香里ヶ丘有恵会病院）            伊藤 勝己（小林病院） 

片岡 洋一（城東整形外科）               川上 照彦（吉備国際大学） 

紺井 一郎（医療法人社団紺井医院）           佐伯 行彦（独立行政法人国立病院機構 

大阪南医療センター） 

潮平 芳樹（新健幸クリニック）             清水 昌人（北海道内科リウマチ科病院） 

末松 栄一（社会医療法人天神会新古賀病院）       杉山 隆夫（独立行政法人国立病院機構下志津病院） 

田中 千晶（学研都市病院）               田中 政彦（関越病院） 

谷村 一秀（北海道内科リウマチ科病院）         中崎  聡（城北病院） 

中島  衡（医療法人相生会）              中村  正（医療法人桜十字桜十字病院） 

根来 伸夫（大阪公立大学医学部附属病院）        長谷川 均（医療法人恕風会大洲記念病院） 

深谷 直樹（医療法人豊田会刈谷豊田総合病院）      宮田 昌之（福島赤十字病院） 

無量井 泰（無量井内科クリニック）           吉田 行雄（名古屋学院大学） 

第7号議案



 

第７２回日本リウマチ学会会長 候補者 

（2028年 4月開催予定） 

 

注：年齢は学術集会開催年の４月１日現在満 66歳未満である者 

 【1962年(昭和 37年)4月 2日以後生まれの者】 

 

 

□ 桑名 正隆 （昭和 38 年 5 月 16 日生） 

 

日本医科大学大学院医学研究科 

アレルギー膠原病内科学分野 大学院教授 

 

 

 

 

推薦者：田中栄・渥美達也・川上純・桃原茂樹・藤尾圭志 

所 信：次頁掲載 

略 歴： “ 

業 績： “ 

 

第８号議案 
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         2025 年 1 月吉日 

 

第 72 回日本リウマチ学会総会・学術集会会長への立候補における所信 

 

         日本医科大学大学院医学研究科 

アレルギー膠原病内科学分野 

大学院教授 桑名 正隆 

 

このたび、2028 年 4 月開催予定の第 72 回リウマチ学会（JCR）総会・学術集会の会長に立候補致します。 
 

膠原病・リウマチ診療は、早期診断、ゴールを設定した治療戦略、多彩な分子標的薬の導入により、めざま

しい進歩を遂げてきました。患者と医療者が意思決定を共有することで、疾患の制御のみならず、長期的

に日常生活動作や生活の質（QOL）を維持するための全人的医療の実践が求められています。一方で、

的確な予後・治療効果の予測、グルココルチコイドの短期あるいは非使用を可能とする治療戦略の構築、

CAR-T 細胞治療など根治が望める治療法の開発、医療資源の最適配分や医療サービスの効率化など課

題も山積しています。 
 

これら課題に対応するためには、国際的および学祭的なコラボレーション、新たなテクノロジーの導入、行

政との対話と協働、医療スタッフや患者を巻き込んだチーム医療の促進などが不可欠です。さらに、膠原

病・リウマチ学、診療の将来を支える若手のリクルートと育成が最も重要と考えています。これらを踏まえ、

最新の知見と課題を共有し、膠原病・リウマチの研究・診療に関わる幅広い領域の若手・中堅・ベテランが

対等に交流・ディスカッションできる魅力ある学術集会を実現いたします。 
 

私は 2019 年より JCR 理事、関東支部支部長を務め、2023 年からは副理事長を拝命しています。また、

2008 年以降、編集委員会、利益相反マネジメント小委員会、専門医制度委員会など多くの委員会に所属

し、2019 年からは MR 編集委員会委員長（『Modern Rheumatology』編集長）、学術集会プログラム担当委

員会委員長、抗リウマチ薬市販後調査小委員会（現：製造販売後調査小委員会）副委員長、2023 年から

は総務委員会委員長を務めてきました。これら経験を通じて、「リウマチ性疾患の研究および診療内容の

向上を推進する」という JCR の設立理念と、透明性を保ちながら社会的説明責任を果たす重要性を強く認

識してきました。急速な社会変革や情報化に対応するため、学会運営の透明性・公平性の確保、専門医

制度に基づく卒前、卒後教育の充実、行政との協働、学会誌の国際的地位の向上、薬剤安全性情報の適

切な管理、利益相反や研究・出版倫理など、多様化する課題にも取り組んでまいりました。第 72 回 JCR 総

会・学術集会においては、JCR のミッションを前提に、膠原病・リウマチ領域の明るい未来を描けるような運

営を目指します。 
 

以上が私の所信です。透明性を保ち、公正で効率的かつ柔軟な対応を基盤としながら、学術集会委員会

（プログラム担当委員会、財務担当委員会）をはじめ理事会、各委員会のご指導とサポートのもとで学会員

の皆様とともに学術集会を創り上げていきたいと考えています。会員相互の親睦と発展につながる総会・学

術集会になるよう尽力する所存です。何とぞご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 



  令和 7 年 1 月 1 日現在 

略  歴 

桑名 正隆 （くわな まさたか） 

昭和 38 年 5 月 16 日生 （満 61 歳） 

現職 日本医科大学大学院医学研究科長 

日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学分野 大学院教授 

日本医科大学付属病院リウマチ・膠原病内科 部長／強皮症・筋炎先進医療センター長 

＜学歴・職歴＞ 

昭和 63 年 3 月 慶應義塾大学医学部卒業 

平成 4 年 3 月 慶應義塾大学大学院医学研究科博士課程修了（本間光夫教授） 

平成 5 年 5 月 米国ピッツバーグ大学内科リウマチ臨床免疫学ポスドク（Thomas A Medsger 教授） 

平成 8 年 4 月 慶應義塾大学医学部内科学（血液感染リウマチ）助手 

平成 10 年 1 月 慶應義塾大学医学部先端医科学研究所助手 

平成 12 年 10 月 慶應義塾大学医学部先端医科学研究所専任講師 

平成 17 年 6 月 慶應義塾大学医学部リサーチパーク「自己免疫制御、組織再生促進、線維化阻止を

包括した治療法の確立」チームリーダー（兼任） 

平成 18 年 1 月  慶應義塾大学医学部内科（血液感染リウマチ）助教授、診療科副部長、病棟医長 

平成 21 年 4 月  慶應義塾大学医学部内科（リウマチ）准教授、診療科副部長、病棟医長 

平成 26 年 7 月より現職 

＜資格＞ 

日本内科学会認定内科専門医 

日本リウマチ学会認定医（現専門医）、指導医 

日本リウマチ財団リウマチ登録医 

＜受賞歴＞ 

平成 5 年 5 月  U. S. Arthritis Foundation Fellowship Award 

平成 6 年 5 月  American Federation of Clinical Research Fellowship Award 

平成 7 年 10 月 American College of Rheumatology Senior Rheumatology Scholarship Award 

平成 12 年 1 月  慶應義塾大学坂口光洋医学研究奨励事業特別奨励研究賞 

平成 14 年 11 月 慶應義塾三四会奨励賞 

平成 16 年 6 月 日本結合組織学会大高賞 

平成 17 年 2 月 慶應義塾大学知的資産センター賞 

平成 17 年 6 月 慶應義塾三四会北島賞 

平成 19 年 4 月 アボットジャパン・リウマチ性疾患臨床医学賞

平成 21 年 3 月 慶應義塾大学知的資産センター賞

平成 29 年 4 月 日本リウマチ学会賞

＜所属学会ならびに役員＞ 

・ 日本リウマチ学会（評議員）

専門医資格認定委員会問題作成委員（平成 18 年 4 月〜平成 29 年 4 月）

MR編集委員（平成 21 年 4 月〜現在）

調査・研究委員会利益相反マネジメント小委員会委員（平成 21 年 4 月〜平成 29 年 4 月）

調査・研究委員会抗リウマチ薬市販後調査小委員会委員（平成 25 年 4 月〜現在）

全身性エリテマトーデス診療ガイドライン作成小委員会委員（平成 27 年 4 月〜令和元年 4 月）

学術集会プログラム担当委員会委員（平成 28 年 4 月〜令和元年 4 月）

専門医制度委員会委員（平成 28 年 10 月〜令和元年 4 月）

人工知能（AI）医療推進小委員会委員（平成 30 年 4 月〜令和 5 年 4 月）

理事（平成 31 年 4 月〜現在）

MR編集委員会委員長（平成 31 年 4 月〜現在）

学術集会プログラム担当委員会委員長（平成 31 年 4 月〜現在）

抗リウマチ薬市販後調査小委員会（現製造販売後調査小委員会）副委員長（平成 31 年 4 月〜現在）



日本リウマチ学会関東支部支部長（平成 31 年 4 月〜現在） 

副理事長（令和 5 年 4 月〜現在） 

総務委員会委員長（令和 5 年 4 月〜現在） 

・ 日本内科学会（評議員）

資格認定試験問題作成委員（平成 19 年 4 月〜平成 21 年 3 月）

資格認定試験病歴要約評価委員（平成 19 年 4 月〜平成 26 年 3 月）

関東支部幹事（平成 20 年 4 月〜平成 26 年 3 月）

学術集会運営委員（令和 2 年 4 月〜令和 5 年 3 月）

認定更新委員会委員（令和 3 年 4 月〜令和 4 年 3 月）

関東支部代表（令和 6 年 4 月〜現在）

・ 日本肺高血圧・肺循環学会（評議員）

理事（平成 28 年 4 月〜現在）

副理事長（平成 31 年 4 月〜現在）

第 7回学術集会会長（令和 4 年 7 月 2～3 日）

・ 日本臨床免疫学会（評議員）

編集委員（令和 5 年 4 月〜現在）

・ 日本炎症・再生医学会（評議員）

・ 日本血液学会

・ 日本循環器学会

・ 日本呼吸器学会

＜公的活動＞ 

平成 12 年 4 月 難病情報センター情報企画委員（平成 20 年 3 月まで） 

平成 19 年 8 月 日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（平成 20 年 7 月まで） 

平成 20 年 8 月 日本学術振興会国際事業委員会評価委員（平成 22 年 7 月まで） 

平成 21 年 12 月 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（平成 24 年 11 月まで） 

平成 23 年 7 月 医療機器センター臨床工学士試験委員（令和 2 年 3 月までまで） 

平成 25 年 12 月 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（令和元年 3 月まで） 

平成 28 年 1 月 NPO法人 PAHの会 医学顧問員（現在まで） 

平成 28 年 9 月 国立研究開発法人日本医療研究開発機構評価委員（現在まで） 

平成 28 年 12 月 厚生労働科学研究費補助金アレルギー免疫疾患等政策研究事業評価委員 

（平成 31 年 3 月まで） 

平成 29 年 10 月 医薬品医療機器総合機構（PMDA）専門委員（現在まで） 

平成 30 年 7 月 厚生科学審議会疾病対策部会指定難病検討委員会委員（現在まで） 

平成 30 年 11 月 World Scleroderma Foundation Ex-Officio Steering Group member（現在まで） 

平成 31 年 4 月 厚生労働科学免疫・アレルギー疾患政策研究事業評価委員（現在まで） 

平成 31 年 4 月 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（令和 4 年 3 月まで） 

令和 4 年  4 月 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）プログラムオフィサー（現在まで） 

＜学術雑誌 Editorial board（令和 7 年 1 月現在）＞ 

Editor-in-Chief: Modern Rheumatology, Journal of Scleroderma and Related Disorders 

Academic editor/editor: Drugs, PLoS ONE, Journal of Nippon Medical School, Rheumatology, Arthritis 

Research and Therapy, Immunological Medicine, RMD Open 

＜競争的公的資金獲得状況（代表のみ）＞ 

1. 文部科学省科学研究費 14件（奨励研究、基盤研究 B、基盤研究 C、萌芽研究）

2. その他の省庁からの公的資金 2件（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、AMED）

＜知的財産＞ 

1. 特許第 3312204号 「血小板減少症の診断用キット」

2. 特許第 3455782号 「強皮症の診断薬」 US Patent 7,262,062/European Patent (Germany) 602 41 417.2

3. 特許第 3762975号 「単球由来多能性細胞 MOMC」 US Patent 7,795,018

4. 特許第 3928881号 「単球由来多能性細胞 MOMC（分割出願）」 US Patent 8,216,838

5. 特許第 5191544号 「皮膚筋炎の診断方法および診断キット」



令和 7 年 1 月 1 日現在 

業績目録 
 

日本医科大学大学院医学研究科 
アレルギー膠原病内科学分野 

大学院教授 桑名 正隆  
主な学会発表        
・ 国内学会（シンポジウムの筆頭演者） 92 編 
・ 国際学会 125 編 
 
欧文出版物 
・ 欧文原著論文 514 編 （うち筆頭/責任著者 151 編） 
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